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問い合わせ　総合公園　緯25-2023

　
　
　
　
　
　
小
学
生
の
娘
の
選
挙
に
対
す
る
考
え

　
　
　
　
　
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私

　
　
　
　
　
は
娘
が
小
さ
い
と
き
か
ら
ベ
ビ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
に
乗
せ
て
一
緒
に
投
票
所
に
行
っ
て
い

　
　
　
　
　
ま
し
た
。
娘
は
、
い
つ
も
興
味
津
々
の

　
　
　
　
　
表
情
で
投
票
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
光

　
　
　
　
　
景
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
前
も
、
投
票
を
済
ま
せ
た
私
に
、「
お
母
さ
ん

こ
れ
見
て
。
」
と
投
票
所
の
壁
に
貼
っ
て
あ
る
表
を
指

さ
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
時
間
ご
と
の
投
票
率
が
、

男
女
別
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
次
の
時
間
の
女
の
人
の
所
に
、
お
母
さ
ん
の
数
も

入
る
ん
だ
よ
ね
？
」

「
う
ん
、
そ
う
だ
よ
。
お
母
さ
ん
が
投
票
し
な
か
っ

た
ら
、
そ
の
数
字
は
一
人
分
減
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。
」

こ
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
、
開
票
結
果
を
見
る
た
め
に
、
テ
レ
ビ
を

つ
け
ま
し
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
街
の

投
票
率
を
読
み
上
げ
る
と
、
娘
が
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
え
っ
？
　
投
票
率
っ
て
全
部
　
％
じ
ゃ
な
い
の
？
」

100

そ
の
考
え
の
ま
ま
、
娘
に
は
二
十
歳
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

■日時　10月21日(日)午前10時～午後４時＜小雨決行＞

■会場　総合公園

■内容　飲食、フリーマーケット、少年サッカー、音楽、

　　　　花苗交換会　ほか

オータムフェスタ2007

《フリーマーケット出店者募集》

■出店料　１ブース・1,000円(３ｍ×３ｍ、当日徴収）

■申し込み　はがきまたはファクスに、住所・氏名・

希望ブース数を記入の上、10月９日(火)までに、楽市

楽座事務局(FAX25-2026　〒659-0034　陽光町1-1　

総合公園内)へ
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問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
　
緯
映
２
１
０
０

●
基
本
計
画
●

■
徹
底
し
た
内
部
努
力

■
施
策
、
行
政
水
準
の
見
直
し

■
民
間
活
力
の
導
入
推
進

■
積
極
的
な
財
源
の
確
保 行

政
改
革
　
項
目
の
取
り
組
み

68

　
市
で
は
、
平
成
十
五
年
十
月
に
四
年
間
で
財
政
再
建
の
目
途
を
立
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
六
十

八
項
目
の
「
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
、
議
会
、
職
員
等
の
協
力
の
も
と
に
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
四
年
間
で

は
、
各
年
度
い
ず
れ
も
計
画
額
を
上
回
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
計
画
時
と
現
在
の
財
政
収
支
の
違
い
や
、
行
政
改
革
四
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
行
政
経
営
課
　
緯
映
２
０
０
５

●
財
政
収
支
●

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
な
経
費
の
比
率
は
改

善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
十

五
年
当
時
の
硬
直
化
し
た
財
政
構
造
と
比

べ
少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
四
年
間
の
実
績

と
、
平
成
十
五
年
に
作
成
し
た
当
初
の
収
支

見
込
と
を
比
較
す
る
と
、
百
十
一
億
円
の
赤

字
と
な
る
見
込
み
が
三
十
九
億
円
の
黒
字

年度ごとの行政改革実施計画と実績額

　
四
年
間
の
財
政
効
果（
支
出
減
と
収
入
増
）は
総
額
百
五

億
九
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

①
徹
底
し
た
内
部
努
力
　
　
　
三
十
三
億
九
千
七
百
万
円

　
職
員
数
を
削
減
す
る
と
と
も
に
給
与
を
カ
ッ
ト
し
て
人

件
費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
を
見
直
し
て
委
託
料
な
ど
の
経
費
を
、
ま
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
運
用
の
見
直
し
で
経
費
を
節
減
し
ま
し
た
。

②
施
策
・
行
政
水
準
の
見
直
し
　
二
十
億
三
千
四
百
万
円

　
国
や
県
の
水
準
を
上
回
る
扶
助
制
度
に
つ
い
て
、
廃
止

や
減
額
な
ど
見
直
し
ま
し
た
。

③
民
間
活
力
の
積
極
的
な
導
入
　
　
四
億
六
千
九
百
万
円

　
地
区
集
会
所
、
体
育
施
設
、
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
な
ど

は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
、
民
間
企
業
や
団
体
に

管
理
運
営
を
任
せ
て
い
ま
す
。

④
積
極
的
な
財
源
の
確
保
　
　
　
　
四
十
六
億
九
百
万
円

　
起
債
充
当
率
の
引
上
げ
を
し
ま
し
た
。

（
事
業
を
す
る
と
き
の
借
金
を
通
常
よ
り
も
多
く
借
り
て

事
業
費
に
使
い
ま
し
た
。
）

　
市
の
持
っ
て
い
る
土
地
を
住
宅
用
地
な
ど
と
し
て
売
却

し
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
各
種
の
減
免
制
度
や
使
用
料
・
手
数
料
を
見
直

し
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

●
行
政
改
革
実
施
計
画
の
主
な
内
容
●

①
計
画
を
上
回
る
効
果
の
あ
っ
た
項
目

　
以
下
、
上
位
六
項
目
で
八
十
一
億
六
千
万

円
の
財
政
的
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

□
市
有
地
の
売
却
　
三
十
五
億
四
千
七
百
万
円

　
当
初
計
画
で
は
十
年
間
で
二
十
五
億
円

の
売
却
予
定
で
し
た
が
、
処
分
可
能
な
土
地

は
で
き
る
だ
け
売
却
を
す
る
こ
と
に
し
て

十
八
年
度
末
で
六
十
四
件
三
十
五
億
四
千

七
百
万
円
の
収
入
に
な
り
ま
し
た
。

□
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
 十
七
億
一
千
七
百
万
円

　
職
員
の
給
与
を
平
成
十
六
年
一
月
か
ら

２
～
　
％
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
五
十
五
歳

12

　
　
　
昇
給
停
止
な
ど
、
他
市
と
比
べ
て
も

　
　
　
大
幅
な
人
件
費
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
□
職
員
数
の
削
減
  九
億
六
千
八
百
万
円

　
　
　
　
特
別
退
職
の
募
集
を
行
い
、
新
規

　
　
　
採
用
を
抑
制
し
ま
し
た
。
平
成
十

　
　
　
五
年
四
月
の
普
通
会
計
職
員
数
八

　
　
　
百
四
人
か
ら
約
百
人
減
り
、
現
在
は

　
　
　
七
百
三
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
※
普
通
会
計
職
員

　
　
　
　
市
役
所
な
ど
の
職
員
。
病
院
や

　
　
　
　
水
道
の
企
業
会
計
職
員
等
は
含

　
　
　
　
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
□
歳
入
の
確
保
　

　
　
　
　
　
　
　
　
  七
億
三
千
九
百
万
円

　
　
　
　
起
債
充
当
率
の
引
上
げ
や
起
債

　
　
　
対
象
事
業
の
拡
大
で
収
入
を
増
や

　
　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
□
扶
助
費
の
凍
結
や
廃
止
、
見
直
し

　
　
   　
　
　
　
　
  六
億
二
千
八
百
万
円

　
　
　
　
市
福
祉
金
の
凍
結
で
三
億
七
千

　
　
　
六
百
万
円
、
奨
学
金
の
減
額
な
ど
で

　
　
　
三
千
七
百
万
円
、
医
療
助
成
制
度
の

合　計18年度17年度16年度15年度

76億9,659万円28億2,550万円29億9,834万円10億4,582万円8億2,693万円計画額

105億   884万円34億1,723万円42億8,396万円14億7,090万円12億3,675万円実績額

28億1,225万円5億9,173万円13億8,562万円4億2,508万円4億   982万円差引額

を
減
ら
し
ま
し
た
。

□
予
算
の
節
約
   五
億
五
千
八
百
万
円

　
電
気
や
水
道
使
用
料
の
節
約
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
委
託
し
て
い
た
業

務
を
工
夫
し
て
職
員
が
行
っ
た
り
、
複
数
の

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
、
予
算
の

節
約
に
努
め
ま
し
た
。

②
財
政
的
な
効
果
は
少
な
い
が
計
画
を
上

　
回
る
効
果
の
あ
っ
た
項
目

□
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
値
上
げ

□
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
切
り
替
え

□
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
文
書
管
理
・
財
務
会
計
・
電
子
決
裁
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
印
鑑
を
使
わ
ず
素
早
く

決
裁
を
す
る
仕
組
み
に
変
え
ま
し
た
。

③
計
画
ど
お
り
に
は
効
果
の
上
が
ら
な
か
っ

　
た
項
目

□
そ
の
他
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
の
見
直
し

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

り
出
し
が
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
で
計
画
ど

お
り
に
は
減
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

□
病
院
経
営
の
見
直
し

　
院
内
開
業
や
院
外
処
方
な
ど
の
経
費
節

●行政改革の４年間の取り組み(財政効果)●

る
収
入
減
な
ど
、
経
営
が
厳
し
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。

④
で
き
な
か
っ
た
項
目

□
駐
車
料
・
駐
輪
料
の
徴
収

　
市
役
所
内
で
の
検
討
に
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施

し
ま
す
。

□
和
風
園
の
民
間
委
託

　
介
護
保
険
制
度
等
の
改
正
を
見
極
め
た
上

で
実
施
。
平
成
二
十
年
度
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

□
幼
稚
園
の
廃
園

　
園
児
が
増
加
し
た
た
め
計
画
は
見
送
り
、

今
後
の
園
児
数
の
動
向
を
精
査
し
、
認
定
こ

ど
も
園
制
度
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

□
市
立
保
育
所
の
民
営
化

　
幼
稚
園
の
廃
園
計
画
を
見
送
っ
た
こ
と

や
待
機
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
児
童
数
の

動
向
を
踏
ま
え
て
引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

□
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
課
長
級
以
上
を
対

象
に
、
目
標
面
談
制
度
を
試
行
し
て
い
ま
す

が
、
本
格
実
施
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
平

成
二
十
二
年
度
ま
で
に
人
事
評
価
制
度
を

の
デ
ー
タ
や
統
計
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
も
置
い

て
あ
り
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
職

員
は
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
し
て
情
報
を
共

有
し
て
い
ま
す
。

□
Ｐ
Ｆ
Ｉ（
民
間
資
金
を
活
用
し
て
公
共
施

　
設
の
建
設
や
運
営
を
す
る
仕
組
み
）の
検
討

　
該
当
す
る
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

よりご理解いただくために

問い合わせ　生涯学習課　緯38-2091

　行政改革の情報は市ホームページ、市役所北館

１階の行政情報コーナー、図書館、公民館図書室、

ラポルテ市民サービスコーナーでもご覧になれ

ます。また、出前講座などの要請があれば、説明

に伺います。

　
こ
れ
ま
で
四
年
間
に
わ
た
り
財
政
再

建
を
最
優
先
と
し
た
取
り
組
み
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
収
支
面
で
は
危
機
的
な
状
況
を
脱
し
、

何
と
か
再
建
の
め
ど
が
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
の
改
革

（
国
の
制
度
改
革
）
の
影
響
や
、
公
債
費

（
借
金
返
済
）
が
な
お
大
き
い
た
め
、
財

政
運
営
は
基
金（
市
の
貯
金
）
を
取
り
崩

し
て
収
支
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
続
く
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
、
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
の
耐
震
化
な
ど
に
支
出
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
今
年
の
十
月
末

を
め
ど
に
｢
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
・

平成15年度から18年度までの４年間見込の改善状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円）

改善

と
な
り
、
差
し
引
き
で
百
五
十
億
円
の
改
善

と
な
り
ま
し
た
。

４年間の改善額　　　10　　　　40　　　　41　　　　59　　　　150     

込

作成)

歳入　　　　　

歳出　　　　　

収支（▲は赤字）

 15年度 16年度 17年度 18年度 ４年間合計

 315 　279 　282 　266 　1,142

 315 　311 　308 　319 　1,253

 　0 ▲　32 ▲　26 ▲　53 ▲　111

込

８月)

歳入　　　　　

歳出　　　　　

収支（▲は赤字）

 15年度 16年度 17年度 18年度 ４年間合計

 318 　314 　344 　318 　1,294

 308 　306 　329 　312 　1,255

 　10 　　8 　　15 　　6 　　39

舞台。

ール

全席

萬、

蚊相

　　　　　　　
市民センター内グリル業平、

」のみ大丸商品券売場でも販売

能「船弁慶」/平　知盛

【トーク＆ランチ】 　　　　浪華風俗を描く～菅楯彦の世界～展

　本館学芸員によ　　10月６日～11月18日＜月曜休館＞ 【関連企画】

る列品解説(約30分)後、喫茶「ルポ」でランチをとりながら学芸員と

のトークタイムを設けます。

■日時　10月20日(土)午前11時～　■参加費　1,000円(展覧会観覧

料含む)　■定員　先着15人　■申し込み　電話で上記へ

【本館学芸員による列品解説】

■日時　10月6日(土)午前11時～約30分間　

〔花外楼にて名画を見ながら舌鼓〕

　調度品から菅楯彦を中心に大阪画壇の絵画作品と料理を堪能します。

■日時　10月12日(金)午前11時～午後１時30分　■会場　花外楼　

■参加費　10,000円　■申し込み　往復はがきに、住所・氏名・年

齢・電話番号をご記入の上、10月４日(木)必着で上記へ　

♪♪♪「みんなで歌いましょう」♪♪♪

■日時　10月19日(金)午後１時30分～３時　■会場　美術博物館講

義室　■指導　加藤純子(歌)、沖倫子(ピアノ)、I LOVE　ASHIYA　■

参加費　観覧料、1,000円(野ばら社刊・『愛唱名歌』がないかたのみ

美術博物館の催し

問い合わせ　美術博物館　緯38-5432(〒659-0052　伊勢町12-25)

５

問い合わせ　市民センター　緯31-4995

＊重複申し込み

　はできません。

 芦屋市の動き　　　　市民と市長の  集会所トーク

 芦屋市政キララ　　　芦屋で暮らす。

　　　　　　　　　　　　芦屋高浜松韻の街　第２期募集

 トピックス　　　　　JCS  リレー・フォー・ライフ・ジャパン2007

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in 芦屋

 ドラマサーティ　　　育児物語

 市民の時間　　　　　芦屋タウン・ウォッチング

　　　　　　　　　　　　南宮町～大東町

　
月
１０

放送時間
〔30 分〕

※「J:COM特別番組」のため、10月20日(土）④の放送はありません。

■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■CATV全般に関する問い合わせ
㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：COM)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

《10月のギャラリー》会場　市民センター

①多目的ホールＡ②同Ｂ③301(302)室④展示場⑤303和室

【12日～15日】

　くすのきの家・なかよし福祉会作品展　午後１時～①

　趣味のグループ作品展　正午～②

　第38回芦屋絵画グループ展　午前９時～③

【13日～15日】

　自然の美石と山野草　午後１時～⑤

【17日～20日】

　絵画グループおいしいクラブ作品展　午前９時～①②

【20日～25日】

　秋の盆栽展　午後１時～③

【21日～25日】

　あしやＹＯ倶楽部 写真絵画作品展　午前９時～①②

【26日～29日】

　芦遊会洋画グループ小品展　午前10時～④

【26日～31日】

　芦屋仏像彫刻グループ第14回仏像彫刻作品展　午後１時～③

【27日～28日】

　芦屋茶華道展　午前９時30分～①②　

　《10月のステージ》会場　ルナ・ホール

　ＤＡＮＣＩＮＧ　ＩＮ　2007　20日(土)午後６時開演

　民謡発表会　21日(日)午前10時30分開演

　芦屋ミュージカルの祭典　27日(土)午後６時開演

　芦屋市吟詠剣詩舞連盟創立35周年記念発表会

　　　　　　　　　　　　28日(日)午前10時開演

市民ギャラリー・ステージ

問い合わせ　市民センター　緯31-4995
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　詩人富田砕花旧居の展示が新しくなりました。富田砕花が作詞した県内学校

校歌や全国高等学校野球選手権大会大会歌「栄冠は君に輝く」の自筆原稿や当

時を偲ぶ新聞記事・写真など約40点を展示しています。

■日時　９月２日～３月30日＜水･日曜日開館＞午前10時～午後４時(入館３時

　　　　まで)　※ただし、10月17日(水)は休館します。

■会場　富田砕花旧居(宮川町4-12)

富田砕花旧居
からのお知らせ

問い合わせ　選挙管理委員会　緯38-2100／神戸検察審査会事務局　緯078-341-7521

「
美
術
の
あ
る
生
活
」

問い合わせ

美術博物館　緯38-5432

■犯罪被害にあったのに不起訴となり、不服というかたは検察審査会にご相談ください。

■検察審査員は選挙人名簿からくじで選ばれます。選ばれたかたには通知します。司法

　関係者等は審査員になれないため、「予定者」「候補者」の職業などの調査をします。

■あなたに調査の依頼があった場合には、ご協力ください。

ご存じですか？
検察審査会

芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.
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財政収支見

　「第43回谷崎潤一郎賞」は、長崎市在住の青来有一氏に決定しました。

受賞者を招き、「特別記念講演会」を開催します。

■日時　11月７日（水）午後３時～４時30分（２時30分開場）　■会場　

ルナ・ホール　■講師　第43回谷崎潤一郎賞受賞者・青来有一氏＜受

賞作品｢爆心｣(文芸春秋刊)＞　■内容　「土地の記憶に生きる」　■定

員　先着　600人　■申し込み　往復はがき（１枚・１人）に、住所・氏

名・年齢・電話番号を明記し、10月19日（金）＜必着＞までに谷崎潤一

郎記念館「特別講演会係」(緯23-0039)へ

心に沁みるコンサート

高橋キヨシ

ギター＆ボーカル

■日　時　10月20日(土)

　　　　　午後６時～８時

■会　場　谷崎潤一郎記念館　

■出　演　高橋キヨシ　

■内　容　サバの女王／誰もい

　　　　　ない海／愛の賛歌ほか

■定　員　60人

■参加費　3,000円(ドリンク付き)

※事前にチケットをご購入ください。

《10月の休館日》

１日・９日・15日・22日・29日

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　緯23-5852/38-3244(〒659-0052　伊勢町12-25)

Ｅメール　ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp

谷崎潤一郎記念館の催し

　　　谷崎潤一郎賞受賞特別講演会

【谷崎潤一郎記念館・ヨドコウ迎賓館 ２館割引チケットの発行】

　芦屋の秋、２館の割引チケットを発行します。

　ヨドコウ迎賓館(通常500円)・谷崎館(通常300円)が、共通割引

チケットなら600円で両館を楽しんでいただけます。有効期間は、

10月２日から12月９日まで。チケットは、両館で購入できます。

「知ることから始めよう！女性の健康」―私の“こころ”と“からだ”は私のもの―　<全３回>

■日時　①10月29日②11月５日③11月12日(月)午前10時～正午　■会場　ウィザスあしや(男女

共同参画センター)　■内容　①「知っておきたい女性の健康」②「やってみよう　心もからだもリ

ラックス」③「自分のからだとこころの主人公になる」　■講師　①③神戸市看護大学教授・高田昌代氏

②リラクゼーション・ボディワーカー・栗岡多恵子氏　■定員　女性20人　　■受講料　900円　

シリーズ「わたしと仕事　―安心・安全にかかわる―」<全２回>

■日時　①11月10日②11月17日(土)午前10時～11時30分　■会場　ウィザスあしや(男女共同参

画センター)　■内容　①「住民を守る仕事」②「錠前師にあこがれて」　■講師　①芦屋警察副署

長・坊野佳代子氏②防犯アドバイザー・京師美佳氏　■受講料　600円　■定員　30人　

　■一時保育　２歳以上就学前の幼児、先着８人(１回・１人300円)　■申し込み　窓口・電話・

　はがき・ファクス・Ｅメールで①講座名②住所・氏名・電話(ファクス)番号を記入し、一時保育

　希望者は子どもの名前と生年月日を明記し、各講座開始５日前までに上記へ。

女性相談［相談予約電話　緯38-2022］※専門の相談員が相談に応じます

【女性の悩み相談】＜要予約＞　

■日時　10月５日・12日・19日・26日(金)午後１時～４時　■内容　夫婦・家族関係、心の悩み

など　■会場　ウィザスあしや(男女共同参画センター)　

【暴力（ＤＶ）に関する相談】＜要予約＞

■日時　10月３日・11月７日(水)午後１時～４時　■内容　夫や親しい関係にある男性からの暴

力(ＤＶ)　■会場　ウィザスあしや(男女共同参画センター)　

問い合わせ　男女共同参画センター　緯38－2023/FAX38-2175

Ｅメールjosei-ce@city.ashiya.hyogo.jp（〒659-0092  大原町2-6ラ・モール芦屋２階）

男女共同参画センター

当初の　

収支見込

(平成15年作

現在の　

収支見込

(平成19年

　ジャズ界を代表する男女のピアニストが

２台のピアノで、スタンダード・ジャズを

料理します。リクエストコーナーもあり、

客席とステージがひとつになります。

■日時　11月30日(金)午後７時～　■会場

ルナ・ホール　■入場料　3,000円(前売

2,500円)＜全席自由＞前売発売中　■内容

テイク・ファイブ、スカラムーシュほか　

■出演　佐山雅弘、国府弘子　

　和泉流 人間国宝・野村  萬 師ほか一流演者を迎えての珠玉の舞

秋の一夕、幽玄の世界でお楽しみください。

■日時　11月29日(木)午後６時～８時30分　■会場　ルナ・ホー

■入場料　3,500円(前売3,000円・10月１日チケット販売開始)全

自由　■出演　観世銕之丞、長山 三郎、福王茂十郎、野村　萬

野村万蔵、大倉源次郎ほか　■内容　舞囃子「善知鳥」、狂言「蚊

撲」、能「船弁慶」重キ前後之替

ジャズピアノ★パラダイス 阪神芸術祭参加事業

第14回 芦屋能・狂言鑑賞の会

 　　　ルナ・ホール催し案内　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　■チケット販売所　市民センター事務所、大蓄、市役所内売店、市

　　ローソン・チケット(Ｌコード/ジャズ59635・能52309)「芦屋能」


